







































































































































































































































































































7） 6）に番号を諏・た人は、どうしてそう思いましたカ㌔ ・役劃が、自分とは結びつかなレ㌔ 2名
　表3の1）～2）の回答には、ばらつきが見られ、特に評価が目立ったものを挙げた。1）では、8
名の学習者が【女子寮の門限延長許可求め】を挙げているが、これは3名の実習生が複数の班で実
施し、多くの学習者が参加したことによる。それに対し、【誘いと断り】は、1人の実習生が4名の
学習者にのみ実施した。このため、支持率では前者が71％、後者が75％で、後者が上回る。
4）の結果を見ると、与えられた役割に実感がわき、実生活に近い場面で役に立ちそうと感じた場
3なお、実施したアンケートの内容については、別紙の資料2に添付した。
4学習者がどのグループRに参加したか、記憶を呼び戻すために、実施日時、グループRの参加者名、
　概要などを記した項目に印をつけてから、回答してもらった。
5【教授の論文の引用許可求め1では、【女子寮の門限延長許可求め】と同様に、3名の実習生が異な
　る班で実施したため、学習者の参加人数が他のグループRより多い。
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合や、未習の表現が獲得できたと思った場合に、評価されていることがわかる。5）の【教授の論文
の引用許可求め】は、2）～3）で高い評価を得ている一方で、「難しかった」や、「よくなかった」
という意見も見られた。7）の回答結果から、このような評価の違いは、適した役割であったかどう
か、また内容が自分のレベルに適当であったかどうかで評価が分かれたものと推測する。【教授の論
文の引用求め】の教授役や、【テレビの仮装大会に応募】のテレビ局のスタッフ役など、自分とは結
びつかない役割であったり、ストーリーの内容が複雑ケぎて理解しにくい場合に、学習者の評価が
下がるようである。グループRは、ペアRと異なり、ストーリーの展開があり、完結するまで相当
の時間を要する。そのため不本意な役割を与えられた学習者は、不満を引きずってしまう恐れがあ
る。このような事態を回避するためには、不適切な役割を避けるということになるが、それではグ
ループRの醍醐味や面白さに欠けてしまう。問題点として、そのような役割をどう扱うか、内容の
展開に追従できない学習者をどのようにサポートするかという点が挙げられる。その解決策として、
例えば、外部から日本語母語西諸を教室に招き、ボランティアとして参加してもらうという方法が
ある。学習者には適当ではない役割（事務所ゐ職員役や教師役など）の担当を依頼したり、途中で
混乱してしまった学習者のフォローをしてもらうこともできるだろう。しかし、そのためには、あ
らかじめ日本語母語話者にグループRの概要を説明し、サポーターとしての理解を要請し、一一緒に
ロールプレイを試行し検討するなど、入念な打ち合わせも必要となると思われる。
4．2学習者の意見、感想から
　アンケートで、授業全体について自由形式で意見や感想を書いてもらった結果、「楽しい授業だっ
た」、「ロールプレイは役に立った」、「いろいろな表現形式が学べた」など、全体的に肯定的な感想
が多く寄せられた。一方、要望や意見では、「実際に事務所に行って依頼をする」など、実践的な教
室外活動や宿題を望んでいる者もいた。
　アンケートの終了後、リラックスした雰囲気の中で、学習者から授業についての感想を述べても
らうと、アンケートとはまた違う側面から意見を聞くことができた。「ロールプレイは楽しかった」
などの肯定的な意見の他に、「日本人と話すときは緊張する」や、「「相手」レベルの判断が難しい」
など、不安感をもっている者も多いことがわかった。毎回同じメンバーでのロールプレイだけでは、
この点を克服することは難しいかもしれない。やはり、実際に近い場面設定を行い、できるだけ初
対面の日本語母語話者と接触する機会を設けることは重要だと思われる。この点において、グルー
プRの活用は有益である。面識のない日本語母語話者に参加してもらい、実習生以外の日本人と会
話をする機会を設け、多くの「場」を踏むことで、不安感は緩和していくだろう。結果的に、場面
を適切に認識した表現の獲得に繋がっていくのではないかと考える。
5おわりに
　以上述べてきたように、2005年秋学期の口頭表現6Aクラスでは多くの時間をロールプレイに当
ててきた。ロールプレイでは、どの場面でどのような表現を使うかということは練習できるが、ど
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のような「場面」であるかを学習者が認識できなければ、ロールプレイをやっている時だけの練習
に終わる危険がある。実習生のガイドのもとにロールプレイで適切に表現できることと、実際の場
面において、適切な「場面」認識の下に適切な表現ができることとは違う問題である。その意味で
は・「相手」と「場」が次々に変化するグループRは一歩現妻に近い表現行為の「場面」を提供でき
る教育／学習手段であると言えるかもしれない。今後も学習の「場面」認識の意識化に役立つ教育
／学習方法を研究して行きたいと考える。
【参考文献】
狩野倫子・古賀和恵（2005）「「きもち」「なかみ」「かたち」の統合を目指して一2004年度秋学期「口
　頭表現6B」での「意識化」の試み司、『早稲田大学日本語教育実践研究』第2号、早稲田大学大学院
　日本語教育研究科
蒲谷宏（2003a）「「待遇コミュニケーション教育」の構想」、『講座日本語教育』第39分冊、早稲田大学
　日本語教育センター
蒲谷宏（2003b）「「待趣ミュニケーシ・ン」の研究と教育」r待遇コミュニケーシ。ン研剣1号早稲
　田大学待遇コミュニケーション研究会
蒲谷宏・川口義一・坂本恵（1998）『敬語表現』大修館書店
　（アラヤ　ケイコ・修士課程1年）
　　（テイ　セッカ・修士課程1年）
（ハヤカワ　カズヒロ・修士課程1年）
　（ハヤシケンコ・修士課程1年目
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　　限の延長許可をもらわなければならないこともBに諭てください。
②寮の先生に門限の延長について許可を求めてください。
③その結果を学生Bに伝えてください。
ロールカード　1－E
役割：　学生Dが住む女子寮の先生
状況：　あなたが先生をしている女子寮は門限が午後10時半です。この状況下、あなたは学生Dからあること
　　　　の許可を求められます。
　　　　○学生Dが許可を求めることについて、許可を与えるか断るか、あなたの判断でDに答えてください。
添付資料②　アンケート用紙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンケートご協力のお願い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006年1月25日
　昨年10月にスタートした「口頭表現6A」のクラスも本日で終了となります。そこで、実習生の授業につい
て、みなさんからご意見をお聞きしたいと思います。下記の質問にお答えください。
1）2人ペアのロールプレイで、一番よかったものはありますか。　はい　　いいえ
2）　　1）で「はい」と答えた人は、どんなロールプレイでしたか。
　月　　日　　＿＿先生　　内容；
3）　　それは、どこがよかったと思いますか。
4）　よくなかったと思うロールプレイがありましたら、書いてください。
　月　　日　　＿＿＿先生　　内容1
5）　　それは、どこがよくなかったと思いますか。
　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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添付資料①
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リレー式「女子寮門限延長許可求め」のロールカード
ロールカード1－A
役割：　学生A
状況：　あなたのサークルでは、今週の土曜日の夜にクリスマスコンサートと、その後に軽いパーティーを行う
　　　　予定です。　開始時刻は午後7時、終了予定時刻は午後11時です。
　　　　　①後輩のBを誘ってください。
　　　　　②　後輩Bから、あることの許可を求められます。そのことについて許可を与えてください。
ロールカード1－8
役割：　学生Aの後輩です。
状況：　あなたは、先輩のAから、ある誘いを受けます。
　　　　　①その誘いを受けてください。
　　　　　②　ほかの友達を連れて行ってもよいか、Aに許可を求めてください。
　　　　　③親しいクラスメートCを誘ってください
　　　　　④Cに断られたら、親しい友人Dを誘ってください。誘うときは、パーティーの終了時刻も告げ
　　　　　　　てください。
ロールカード1－C
役割＝　学生C
状況：　あなたは、学生Bの親しいクラスメートです。Bから、ある誘いを受けます。
　　　　　O　Bの誘いを断ってください。理由は自分で考えて話してください。また、Bとの関係が悪くなら
　　　　　　　ないように配慮して、断ってください。
ロールカード1－D
???? 学生Bの友人。
あなたは女子寮に住んでいます。その女子寮の門限は午後10時半です。帰りが10時半より遅くなる場
合は、寮の先生に許可を求めなければなりません。この状況下、あなたは親しい友人のBから、ある誘
いを受けます。あなたはその誘いを受けたいと思います。しかし、そのためには、寮の先生に門限に遅
れてもよいか許可を求めなければなりません。
　①学生Bに、誘いを受けたいことを伝えてください。しかし、そのためには、寮の先生から、門
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6）全員が参加するグループロールプレイについてお聞きします。自分が参加したロールプレイを探して、□
　　にチェックを入れてください。それから、7）以降の質問にお答えください。
□①　2005．12．21　学習者名：（削除）　　　　　　　　　　担当者名：（削除）
概要：【女子寮の門限延長許可求め1
　　　　（本文第1章表1と同様のため以下概略内容については省略する。）
□②　2005．12．21　　学習者名：（削除）　　　　　　　　　　担当者名：（削除）
概要：【教授の論文引用許可求め】
□③　2005．12．21　学習者名：（削除）　　　　　　　　　　　担当者名1（削除）
概要：【女子寮の門限延長許可求め】
□④　2006．1．11　学習者名＝（削除）　　　　　　　　　　担当者名：（削除）
概要；【恋愛に関するアドバイス求め】
口⑤　2005．12．7　　学習者名1（削除）　　　　　　　　　担当者名：（削除）
概要：【誘いと断り】
ロ⑥　2005．12．21学習者名＝（削除）　　　　　　　　　　担当者名：（削除）
概要：【女子寮の門限延長許可求め】
ロ⑦　2005．12．21学習者名＝（削除）　　　　　　　　　　担当者名：（削除）
概要＝【教授の論文引用許可求め】
□⑧　2006．1．11　学習者名1（削除）　　　　　　　　　　担当者名：（削除）
概要：【語学留学のことでアドバイスを求める】
□⑩　2005．12．21学習者名：（削除）　　　　　　　　　　　　担当者名：（削除）
概要＝【テレビの仮装大会に応募】
ロ⑪　2005．12．21学習者名＝（削除）　　　　　　　　　　担当一名：（削除）
概要：【居酒屋に酒の持ち込みの許可を求める】
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7）自分が参加した上記のグループ・一・レプ・イの中で、どれが一番よかったと思いますか。
＿＿＿＿＿番
8）どれが一番やりやすかったですか・　　　　　　＿＿＿番
9）現実に近い場面で役に立・たと思うものがありますか．あ・たら書いてください。
10）9）に番号を書いた人は、どんな点にそう思いますか。
11）どれが一番難しかったですか。
12）よくなかったと思うものがあったら、書いてください。
13）12）に番号を書いた人は、どうしてそう思いましたか。
＿＿＿＿＿番
＿＿＿＿＿番
＿＿＿＿＿番
　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
14）授業全体のことで憾想や意見がありましたら、何でもいいですから、書・・てください．
ご励ありがとうございました・みなさんの回答は成締価など不利益にはつながりません。
　よろしかったら、氏名、電話番号、メールアドレスをお書きください。
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